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福井県嶺北地域の活断層









動規模を明らかにすることにより ， 今後発生しうる内陸直下型地震の危険度を推定でき ， 今後の防災
計画，地震予知計画に役立ててゆくことができるというものである。兵庫県南部地震以前においても，











ば松田， 1992; 活断層研究会， 1980, 199 1) 。 しかし紀伊半島以東の中央構造線のように，第四紀の前
半にはくり返し活動していたのに，後半以降は活動を停止してしまった断層の存在が明らかとなり
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に基づいて 16の地帯に区分し，地帯内で起こりうる最大地震のマグニチュードを示している 。 松田に
よれば，嶺北地域は中部 ・近畿帯(西南日本内帯東部)に含まれており，帯内での最大期待地震規模
(MmaJ は 8 ，活発な活断層が極めて多く，環太平洋地震帯の中でも極めて特異な地帯であり，長き
50kmをこえる起震断層も 10本含まれている 。 また中部地方の高原地域には横ずれ断層が卓越し，近畿
三角地帯では南北走向の逆断層が発達しているとしている 。
金折 (1994 ， 1997) は構造線によって区切られたマイクロプレートモデルを提唱している 。 金折に
よれば，西南日本は敦賀湾一伊勢湾構造線，花折一金剛断層線，高槻一六甲一淡路構造線，中央構造
線によ っ て大小 4 つのマイクロプレートに分けることがでる 。 嶺北地域は中部マイクロプレートに属
し，柳ヶ瀬断層は中部マイクロプレートと近畿一外帯マイクロプレートとの，甲楽城断層は中部マイ












断層である(図 2 )。この断層については， 1948年の福井地震の際，活動したのではないかと疑われ，ごんぜいちのの宮部ほか (1949) は，“篠岡から権世市野々にかけての断層線上で，走向はN200 -210E，傾斜は東方へ
480 の第三紀集塊岩層を切る断層"を見出しているが，福井地震との関連は不明であるとしている 。けんがだけまた小笠原 (1949) は “剣 ヶ岳断層の延長で、は洪積期の隆起扇状地が断層に切られた地形をしている
が，沖積面には変位は認められない"と報告してい る。活断層研究会 ( 1991)は確実度 U ， 活動度B
-c，東側隆起の活断層としている。
空中写真判読では剣ヶ岳断層は東側の標高数100mの山地と西側の丘陵・平野を分ける境界として認
識でき，熊坂から権世市野々にかけては山地と平地と の直線状の境界が認められる(図 3 )が， リ ニア
メントの連続性は全体としてはあまり良くない。また小笠原 ( 1949) が指摘した“隆起扇状地が断層
に切られた地形"とは，大森付近の開析きれた扇状地の上部に見られる リニアメントを指すと思われ
る。扇状地面の高度は扇状地面が開析されているためはっきりしないが， リ ニアメン ト を境に上流側
が一段高くなっているようである。現在この地点はゴルフ場になっており， 地形の確認はできなかっ
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図| 福井県嶺北地域の活断層分布。
| 剣ヶ岳断層. 2 細呂木断層 . 3 育ノ木断層 . 4 篠岡断層. 5 和布断層. 5 鮎川断層群. 7 更毛断層. 8 鱗，工台地西線断層 . 9: 鯖江断層 . 10 : 宝泉寺断層. 1 : 朝日断層. 1 2: 蝉口断層. 13: 上糸生断層 . 14: 下糸生断層 . 15: 笹川断層. 15 桜谷断層. 17 小曽原断層. 1 8: 甲楽城断層. 19 山中断層 . 20 柳ヶ瀬断層 . 21 二本松山断層. 22 松岡断層 . 23: 白椿山断層. 24 ・殿上山断層. 25 金草岳断層. 25 笹ヶ峰断層 . 27: 鳩ヶ湯一小池断層. 28 越前富岡断層 . 29 上唯聖子断層 . 30: 佐開断層. 31 木落断層. 32 : 宝慶寺断層. 33 温見断層. 34 巣原断層 . A 本報告で取り上げた活断層. B 活断層の凝いのあるリニアメン卜 。 なお，剣ヶ岳断層， 柳ヶ瀬断層，笹ヶ峰断層 ， i，昆見断層については， 断層は県境を越えてさらに統いているが， ここでは福井県下のみの分布を記してある。 また断層位置を示す地形図の範囲を枠で囲んである。
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図 3 "5言IJ ヶ岳断層北部，熊坂から権世市野々にかけての空中写真。







2 )。活断層研究会 ( 1980) により細呂木断層と命名された。断層の東側には広〈先第四系基盤岩類，
およびこれを覆う段丘堆積物が分布しており，段丘面高度は50-80m と高いのに対し，西側では基盤岩
類は笹岡西方を除くとほとんど露出しておらず，また段丘面高度も 20-30m と低い(福井県， 1987) 。



























積層が分布し，深き 20-40mの試錐では基盤に達していない(福井県， 1981, 1987) 。 以上のことか
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度は0 . 2-0.3m/1 ， OOO年と求められ， B級の活断層に区分できる。
4) 篠岡断層
しのおか
丸岡町篠岡西方においてはぽ南北にのびる長さ約 2 krnの活断層である(図 2 )。活断層研究会 (1980)
により篠岡断層と命名された。 小笠原 (1949) は“丸岡町付近にある丘に洪積世後期以降に活動した
証拠を示す露頭があり，これをたどって南下するとどの扇状地もこの線に沿って山側の方へ僅かで、は
あるが傾いている"と記している。また活断層研究会 (1991) は 1948年の福井地震の際，活動したと
される 2 本の地震断層のうち，東側の地震断層(福井東側地震断層)を篠岡断層に沿って記しており，







向にのびる長さ約 1 krn の活断層であり(図
めら















10万年前のM2 段丘面(山本ほか， 1996) が
4-5m垂直方向に変位していることから，








6) 鮎川断層群 図 6 和布断層，鮎川断層群の位置図。
福井市南菅生町南方から小丹生町にかけて
N-SないしNNE-SSW方向に伸びる海成中位段丘面を変位きせている断層群であり(図 6 ， 7) ，太田
(1973) により報告され，活断層研究会 (1980) により鮎川断層群と命名された。太田 (1973) は空
中写真判読による海成段丘面の変形，鞍部や水系の直線的配列，それらに沿っ高まり，直線的な急崖












川町北方のほぽ南北方向のリニアメ ントもこれらと良く似ている。これらの リニア メン トは沖積面
を横切る所でははっきりしていない。 また横ずれ変位も認められない。
断層露頭としては，南菅生南方のM1 段丘面上(図 6 Loc. 2) と鮎川西方の段丘面に登る道路沿い
(図 6 Loc. 3) で見出きれている。 M1 段丘面上の露頭は，農道の切割側壁に現れたものであり，風







壌が露出している 。 土壌中には自形をした斑晶鉱物として屈折率n2= 1. 674-1. 679の緑色角閃石，
( 100) 面の発達した短冊状の屈折率γ=1. 702-1. 706の斜方輝石， および上部では屈折率1. 500 i: のバ
フルウオール型の火山ガラ スが含まれており(山本ほか， 1996 ) ， 大山倉吉軽石層お よび、姶良Tn火山灰
由来の土壌である。断層面は見かけ西に数10。傾斜している。この断層による変位は断層東側で基盤が
見えないため明らかではないが，少な くとも 3.5m以上，西側が隆起しているといえる。鮎川東方の段
丘に登る農道沿いにはス リ ッケンラインの発達した断層面が露出していた (図 6 Loc. 3 ，中川私信)
が現在は見ることはできない。なお，太田 (1973) はこれらの露頭近くを通る南北走向の推定断層を
図示している。平均変位速度は， S2面(山本ほか(1996) のM2 段丘面に対比きれ，その形成年代は
約10万年前)が 7 -15m食い違っているとしていることから， 0.07-0 . 15m/1 , 000年と計算され， B 
-C級の活断層に区分できる 。
W 農道 断層 E 
図 8 鮎川断層群北部，南菅生南方MI 段丘面上の農道脇露頭(五味原図に加筆) 。露頭位置は図 6 -Loc. 2 。
7)更毛断層
福井市水谷町から下市町にかけてENE-SWS方向にのびる長き 12kmの活断層である(図 9 )。松田はさ らげか ( 1976) はその付図において更毛断層を活断層であることが確実な断層のーっとして図示しており ，
活断層研究会 (1980) により更毛断層と命名きれている。断層は北側の標高200-450mの山地と，南側
の標高100 -200mの丘陵地の境界となっており，活断層研究会 ( 1991)はこ のような地形的差異および
更毛~白滝間での根尾 ・ 谷の屈曲が認められることから北側隆起，右横ずれの活断層であり ，その確
実度は II ， 活動度はB-Cとしている 。 また岡島(1995) は白滝西方において南落ちの活断層露頭を報
告している 。
空中写真判読では， 3 本の雁行状に配列した明瞭な山地と 正陵地ないし低地を区切る リニアメン ト
が末町から下市町にかけて読み取れる 。 しかし活断層研究会(1991) が記している更毛~白滝問での
根尾 ・ 谷の右横ずれの屈曲についてはあまりはっきりしない。 岡島 (1995) が報告している白滝西方
の露頭(図 9 Loc. 4) では，露出状況は良くないものの，風化した基盤岩(糸生累層の凝灰角喋岩)
と河成段丘 (D 1 段丘)を構成する砂礎層が断層を境に接していることを確認した。
8) 舗江台地酉縁断層
鯖江市入町から小黒町にかけて， 鯖江断層の西側をほぼ南北にのぴる長き約 6 kmの活断層である(図
10 ) 。 活断層研究会 ( 1991) はこの断層を確実度 II ， 活動度B，東側隆起の活断層として記載している
が，断層名はつけておらず，断層の通過地域名として鯖江台地西縁と記している 。 そこで鯖江台地西
縁断層と呼ぶこととする 。 また見野(1986) は鯖江台地西縁断層南部を横切る水準測量結果から，台
地と低地を区切る断層の存在を示唆している。





























図 10 鯖江台地西縁断層，鯖江断層の位置図。 矢印






端部では活断層研究会 (1991) が示した断層位置と見野(1986) ，見野ほか (1986) が示 した位置 とで
は数100mずれている。本報告で、は湧水位置との関連から後者を取り入れた。 断層北端部では活断層研
究会(1991) は断層を台地と低地の境界に沿って浅水二日町付近まで伸ばしているが，見野(1986) , 




清水町清水畑西方か ら鯖江市朝 日にかけて， NNW-SSE方向にのびる長さ約9kmの活断層である(図
ほうせん U11) 。 村井・金子(1975) はこの断層を左横ずれ断層として図示し，活断層研究 (1980) が宝泉寺断層










福井市甑谷から鯖江市天王，朝日 ， さらには佐々生にかけて，屈曲して連なる長さ約 6 kmの活断層






活断層である(図11 ) 。活断層研究会 ( 1980 ) により蝉口断層と命名されている。 岡山 ( 1933 ) はこの
地域に 多数認められる谷中分水界は，辻村太郎氏により鬼ヶ岳断層と命名されたこの断層の東落ちの
活動によるとしている。活断層研究会 ( 1991 ) は丘陵の高度不連続，谷旺1 ， 上野付近の谷の閉塞・埋
積から西側隆起，確実度 II ，活動度B-Cの活断層としている。
空中写真判読では，断層北部のNNW-SSE方向にのびる直線的な山地と河成段丘・低地との境界が




朝日町上糸生付近を通り， N-S方向にのびる長さ約2kmの活断府である(図 11 ) 。 岡島(1995) は河
成中位段丘(D 2 段丘)高度が南北にのびるリニアメントを扶んで，西側で80-90m，東側で60-70111



















断層露頭は朝日西小学校南側の斜面保護工事の際，現われたものである(図版 2 -A, B)。断層東
側には段丘喋層が，西側には基盤を構成する凝灰角喋岩が露出している。段丘喋層は円磨された中礁
を主体とする磯層からなり，約 5 万年前に離水したD2 段丘堆積物に対比されている(中川 ほか，
1995 ;岡島・山本， 1995)。基盤をなす凝灰角喋岩は断層近傍では幅約 1mにわたって破砕されている
(図版 2 -B) 。断層面の走向はN10-N150W，傾斜は45-50・Wであり，西側の基盤岩が東側の段丘礁
層の上へのし上げた逆断層となっている。断層による変位量は，断層東側では基盤が露出していない
こと，断層西側では基盤を覆う段丘喋層を確認できないことからはっきりしないが，少なくとも露頭
の高きである 25m~土垂直方向に変位しているといえる。平均変位速度は段丘喋層の年代を約 5 万年首Ilj ，





の断層沿いにリニアメントを認定し， D 1 段丘高度が桜谷付近では北西側で約120m，南東側で約110
m，下糸生付近では北西側で、約150m，南東側で約120-130m と食い違っていることを明らかにし，さ




まり明瞭で、はない(図13) 。 また今回，岩倉東方の農道側壁に見出した活断層露頭(図11 Loc. 7 )で
は，断層を境に段丘磯層と風化した基盤岩が接している 。 断層面の走向はN760 -800E，傾斜は320 -340
NEである 。 断層北側では路面から約0.6mの高さまでが基盤岩であり，これを段丘礎層が不整合で覆っ
ている 。 断層南側は全て基盤岩であり，段丘喋層は認められなかった。 露頭の高さは約3.2mあり，垂




である(図11) 。 活断層研究会 (1991)は山地高度の不連続から確実度 II の活断層として認定，命名し
ているが，活動度については記していない。
空中写真判読では，断層北東部においては直線的な谷の配列，および山地・丘陵と低地の境界とし
てのリニアメントが読み取れるが，南西部ではあまり明瞭で、はない。 また丘陵をなす高位段丘 (D 1 段
丘) の高度は，開析のためはっきりしないが，断層北西側の赤井谷から細野西側では 150-160mて‘ある
のに対し，南東側の桜谷周辺てやは120m前後と低くな っ ている 。
16 )桜谷断層
織田町山田南方から上戸にかけてNW-SE方向にのびる長さ約2.5kmの活断層である (図 11 ) 。 岡島
( 1995) は高位段丘 (D 1 段丘) が分布する丘陵地と山地との境界が直線的であり，また上戸付近の 2
個所に北東落ちの活断層露頭があると報告している 。 ここではこのリニアメ ン トを活断用と認定し，
桜谷断層と呼ぶこととする 。
空中写真判読では直線的な丘陵と山地との境界，およびこれに連なる賀線的な谷の配列が明瞭であ
る 。 また岡島 (1995 ) が報告した上戸西ブ]の断層露頭(図11 Loc. 8 ，図 14) では，断層北東側にD1
段丘を構成する砂喋層が蕗山しており，断用近傍では断層による引きずりも認められる 。 断府南西側
では基盤岩およびこれを覆う段丘砂l深層が露出している 。 垂直変位は 7m以上で、ある 。 断層面に沿う破
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CB-68-8Y C12-5 C12-6 
図 12 宝泉寺断層中部，大畑付近の空中写真。
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おそ・はら11) 。村井・金子 (1975) は南東側落ちの活断層として図示してお り，活断層研究会 (1980) が小曽原
断層と命名した。活断層研究会 (1991) は縦ずれ成分として小曽原付近の低断層崖をあげ，確実度 II ，
活動度Bの活断層としている。岡島 (1995) はこの断層を境として，河成中位段丘 (D 2 段丘)面高度






越前町干飯崎沖から河野村大谷南東方の国道 8 号線敦賀トンネル北側出口付近まで， NW-SE方向















断層研究会 (1991) は確実度 II ，東側隆起の活断層と記載している。また活断層研究会(199 1) ，山本・
服部(1994) は干飯崎以北についても海底下の基盤深度，第四紀層の分布，および陸域地質との対比
から，断層は海岸沿にさらに北にのびていると推定している。断層の活動度については，活断層研究
会(1991) はBに区分していおり，山本ほか (1996) は海成中位段丘群の高度分布とその形成年代から
平均変位速度は越前岬付近では最大で 1 m/1 ， 000年を越えると推定している。 1996年度，福井県は甲楽





断層とその北西方延長部のT-O 携曲を確認した。また，その他に F-1 断層， F-2 断層およびF-
3 断層を見出している。 F-O 断層は甲楽城断層に相当し，東側の基盤岩と西側の堆積層がこの断層
を境に接していることが認められた。 T-O 境曲は F-O 断層(甲楽城断層)の北西延長上に位置す
る撰曲であり，甲楽城断層北西末端部と考えられる。甲楽城断層の長さは，大谷沢から海域の F-O
断層まてーで約20km ， T -0 携曲まで含めると約24kmである。 F-1断層は越廼村の沖合い 3 -5 kmにあ
る NNE-SSW方向に伸びる長き約 4 kmの活断層である 。 先第四系基盤岩の垂直変位は最大でも 100m
程である 。 F-2 断層は越前町茂原沖約 5 km付近から玉川沖約1.5kmにかけて， N-S方向に伸びる長き
7 km，断層面が東に傾斜した逆断層である(図15) 。基盤上面の垂直方向のずれは最大で"330mである 。
また F-2 断層北方においても基盤深度および第四系堆積層の分布からすると，越前岬の沖合い数100
mの地点を通る活断層が存在する可能性がある 。 図15には海底地形から推定される断層位置を示した。




T-O 境曲 約0.6m/1 ， 000年 約270m
F-O 断層 不明 不明
F-1 断層 約O. 3m/ 1, 000年 約100m
F-2 断層 約0.7m/1 ， OOO年 約330m
F-3 断層 約o.lm/1 ， 000年未満 最大約140m
越前町米ノ沖から河野村大谷沖にかけての沿岸部を通る甲楽城断層は，大谷沢(大谷集落南の沢)






















m/1 ， 000年，甲楽城では0.5-0 . 6m/1 , 000年であることから，活動度B と推定される 。 なお大谷以南に
おいては，数万年前以降の活動はないと考えられる 。
19 )山中断層
大谷南東から NW-SE方向にのびる長き 4 kmの活断層である(図16) 。東郷 (1974) は左横ずれの活
断層として図示しており，活断層研究会 (1980) が山中断層と命名している。また，杉山ほか (1994)
は貫入岩中の約30cm幅の破砕帯および:"lOO-300mの河谷の系統的左ずれ屈曲を図示しており，活断層
研究会 ( 1991 ) は確実度 II ，活動度C，左ずれの活断層と記載している 。 山中断層においては1996年
度，福井県が調査を行っており，以下，この調査結果(福井県， 1997) に基づいて述べる 。
踏査では杉山ほか (1994) が示した断層露頭を確認したものの，断層面は湾曲し，露頭下部では断













37kmの活断層である(図16) 。この断層の存在はすでに 1910年，辻村太郎氏によ っ て指摘されている(金
折， 1997) 。福井県下には柳ヶ瀬断層のうち，栃ノ木峠より北側，約6kmが分布している。杉村



































図 1 8 二本松山断層，松岡断層の位置図。
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福井市東大味町から美山町朝谷にかけて， E-W方向にのびる長さ 9 kmの活断層である(図20) 。 松田
( 1974 ) は活断層の可能性のある リ ニアメントとして図示，村井 ・ 金子(1975) は北落ちの活断層と
しらっぱきやまして図示しており，活断層研究会 (1980) によって白椿山断層と命名された。 活断層研究会(1991) 
は変位基準として，山地高度の不連続，尾根 ・ 谷の屈曲をあげ，確実度 II ， 活動度B-C，南側隆起，
右ずれの活断層と記載している 。
空中写真判読では直線的な谷が東西に連なっているが， リ ニアメントとしてはあまり 明瞭なもので
はない。 また尾根 ・ 谷の屈曲については，白椿山北側で認められるが，はっきりしたものではない。
また白椿山北側鞍部を通る林道沿いの露頭を観察したが，顕著な破砕帯は観察できなかった。
24) 殿上山断層
鯖江市尾花町から 美山町西河原にかけて，ほぽE-W方向にのびる長さ約 6 kmの活断層である(図
20) 。 松田(1974) は活断層の可能性のある リ ニアメントとして図示，村井・金子(1975) は北落ちの
でんじよう活断層として図示しており，活断層研究会(1980) によ っ て殿上山断層と命名された。 活断層研究会









層である(図21) 。岡山(1931a ， b) は金草岳の北西側においてケルンコル状の鞍部の連なり，連続す
る谷地形，三角末端面，および断層を挟んで山地高度が明瞭に異なることを見いだし， NE-SW方向に
のびる断層操を示し，金草岳断層として記載している。松田 (1974) は東側隆起，右ずれの活断層と
して図示している 。 また活断層研究会(1991 ) は芋ヶ平一高倉南方で150-1 ， 100mにおよぶ谷・尾根の






である(図21)。福井県下にはその南西部約 5 kmが位置している。松田(1974) は断続する北落ちの活
断層であると図示し，断層名として “Sasagamine" と記している。活断層研究会 ( 1991)は 山地尾





大野市小池から金山東部にかけて， NE-SW方向にのびる長き約14kmの活断層である(図23) 。 森本 ・







らかにな っ ていない。 森本・松田 (1961) の地質図では，断層によって分断きれた飛騨片麻岩類が，
断層北西側の鳩ヶ湯付近と約 3 km離れた南東側の中村付近に露出している。断層露頭としては，鳩ヶ
湯付近で幅10m以上の断層粘土を伴う破砕帯が見出されている(森本・松田， 1961; 図版 2 -D)。ま
た松田 (1974) ，村井・金子 (1975) はこの断層がきらに西南西方向にのびるていると図示している。
なお活断層研究会 (1991) はこの断層を鳩ヶ湯断層と呼ぴ，確実度 II-III，活動度C，北側隆起，右ず
れの活断層としている 。
今回，鳩ヶ湯の南西約1.5kmの打波川から北西にのびる新しい林道沿いで断層粘土を伴う破砕帯を確
認している(図23 Loc. 9 )。破砕帯の幅は露出状況が良くないためはっきりしないが，数m以上ある
ものと思われる 。 またこの付近の打浪川沿いに露出する基盤岩(流紋岩)にも薄い断層粘土を伴う小
断層 (N60-70.E， 60-80.W) ，および小断層に挟まれた左雁行配列をした割れ目系が確認きれた。小
断層面には右横ずれを示すほぽ水平なスリ ッ ケンラインが観察された。 また鳩ヶ湯鉱泉の泉源は断層











と み た大野盆地南東部，大野市越前富田付近をNE-SW方向に通る長き約2.5kmの活断層である(図24) 。活
断層研究会 (1991) は確実度 II，活動度B，南側隆起の活断層として記載しているが，断層名はつけて
おらず，断層の通過地域名として越前富田と記している。そこで越前富田断層 と呼ぶこととする。活
断層研究会 (1991 ) によれば，開析扇状地端部が携曲崖で区切られているとしている。




い) 。 断層が想定されているのはこの高まり北西端の小崖である 。 小崖の成因としては断層(携曲)運
動のほか，火山泥流先端部の形状とも読み取ることができる 。 今後更に検討ーが必要である 。
29) 上唯野断層
しも め い の きおとし大野盆地南東部，大野市下唯野南方から木落北方にかけてNE-SW方向にのびる長き約 2 kmの活断
層である(図24) 。 村井 ・金子 (1975) は北西落ちの活断層として図示しており，活断層研究会 (1980)




北側では幅約200-300mにわた っ て流山はなく，溝状に窪み，南西に緩〈傾斜している 。 またこの窪み
には河川礁と思われる円礁が分布している(城地私信) 。 また急、崖も直線的で、はなく，湾曲している 。
以上のことからすると，火山泥流発生により九頭竜川の流路がふさがれ，一時期この窪みを九頭竜川
が南西に流れていた可能性がある 。 下唯野南方の急崖はその際，河川の侵食により形成されたとも考




である(図24) 。 村井・金子 (1975) は東落ちの活断層として図示しており，活断層研究会 (1980) に
より佐開断層と命名きれた。 活断層研究会 (1991) は山地高度の不連続， 溝状の凹地，低断層崖から
確実度 II ，活動度B-C，東側隆起の活断層としている 。
空中写真判読では，小荒島岳西側斜面で南北に連なる尾根を切る鞍部および小谷(凹地)が認めら







活断層露頭が見出きれているのは，佐聞の北約0.5kmの土砂採取場で泊る(図24 Loc.ll) 。 ここでは
破砕きれた基盤岩，およびこれを覆う未固結の河川性堆積層， 崖錐性堆積層が認められる(図26) 。基

















CB-71-11Y C2-16 C2-17 
図25 佐開断層，木落断層付近の空中写真。
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ら，その噴出年代である 2.4-2 . 5万年前ないしその直後である 。 この河川性堆積層を崖錐性堆積層が
覆っている。崖錐性堆積層中に含まれている角礁は主に花開岩，安山岩であ り， 東側山地か ら供給さ
れたと推定される。崖錐性堆積物の年代は，最上部に挟まれる黒褐色埋没土壌中に鬼界アカホヤ火山
灰起源のバブルウオール型火山方、ラスが含まれていることから，中 ・下部はその噴出年代である 6 ， 300









約18kmの活断層である(図24) 。松田・岡田 (1968) は活断層地形が認められると図示，松田 (1974)
は北落ち，右横ずれの断層として図示し，断層名として“Hokeiji" と 表中に示している。活断層研究







であり，福井県下にはその西半部が分布している(図27 ， 28) 。岡山 ( 1931a ， b) は美濃越前山地にお
〈まのこ
いて地形的に認められる主要な断層のーっとして熊河断層 (温見断層)をあげ，温見峠より 北西にお
いては，山地高度は断層北東側が高くなっていると している 。 河合 (1959 ， 1964) は，能郷白山花崩
閃緑岩体が切断されて約 3 km左ずれに食い違っていると 図示している。松田 ( 1 974) はこの断層を温
見断層と 呼ぴ， I 日美濃俣部落南東方約500mの林道沿いに粘土をともなった幅約 2mの断層破砕帯
(N 10.W , 90.) を ， またその西方約30mの地点で、も崖錐堆積物を切る断層 ( N60.W， 90 . ) を報告して
いる。さら に松田は旧熊河部落北側の半島状の尾根の稜線とその西側にある熊河川の流路の周曲は，
j昆見断層が左ずれであることを示しているとしている。活断層研究会 ( 1991)は尾根 ・谷の屈曲，花
岡岩体のずれ，山地高度不連続，崖錐堆積物を切る断層露頭の存不Eから確実度 I ないし II ， 活動度A
-Bの活断層としている。なお ， 1 89 1年の濃尾地震時には野尻から温見の問で，この断層に沿って地表
地震断層が現れている(松田 ， 1974 ) 。
空中写真判読では谷口東方から水海南東方にかけての直線状に配列した谷地形，尾根の高度不連続
や鞍部の連なり，谷の系統的な屈曲が明瞭である(図29) 。 断層は旧美濃俣集落を通り，熊ノ河峠を経






































































kmの活断層である(図27， 28) 。岡山 (1931a ， b) は越前町六呂師付近から巣原峠を通り，伊勢峠東方
にまでいたる断層を笹生川断層と呼び，美濃越前山地における断層地形が明らかな主要断層のーっと
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図版 1
A 青ノ木断層沿い，細目木小学校南西側の露頭。 露頭南東側から撮影したものであり，背斜構造が明瞭である 。 露頭
位置は図 2 -Loc. 1 。 露頭スケッチは図 5 。
B 細呂木小学校南西側の露頭上部。 小断層によって褐色を呈する芦原ロ ーム層も変位している 。
c 木落断層沿い，佐関北方の土砂採取場に現れた断層露頭の下部。 露頭位置は図24 一 Loc.11 。
図版 2
A 上糸生断層沿い，朝日西小学校南側の断層露頭。 露頭位置は図 1 1 ー Loc . 5 。
B 朝日西小学校南側の断層露頭。 図版 2-A の左側。 基盤岩は幅約 1mにわたって破砕され，培灰色を呈している 。
c 下糸生断層沿いの断層露頭。 露頭位置は図 1 1 ー Loc.6 0 1993年撮影。 現在は草に覆われ，観察できない。
D 鳩ヶ 湯一小池断層沿い，鳩ヶ湯付近の断層破砕帯の露頭。 1989年撮影(服部提供) 。
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